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学位論文題 目  Addition of a neutrophilelastaseinhibitor to the  

Organ flushing solution decreaseslung reperfusion  
injuryin ratlung transplantation  

（臓器海流液への好中球エラスターゼ阻害剤添加はラット  
肺移植における虚血再海流障害を軽減する）   

論文審査委負  教授 氏家 良人 教授 大江 透 准教授 横山 正尚  

学 位 論 文 内 容 の 要 旨  

ラット月覇多植モデルを用いて臓器海流液に選択的好中球エラスターゼ阻害剤であるsivelestat  

を添加することにより虚血再海流障害抑制効果の有無について検討した。  

グラフト摘出・臓器海流時にtcontrol群（無添加）、2；Sivelestat20喝を添加、3；Sivekstat40喝  

を添加、の3群を設定した。臓器海流後に鳩時間4℃で単純浸漬保存後に同所性左肺移植を  

行い、移植後4S時間にて右肺門を結染、旧0％酸素下、一回換気量 0．5Ⅰ〟旧Ogで5分間、  

移植肺のみ換気し動脈血ガス分析・気道内圧・乾／湿重量比・細威喝ebpero裏dase浄性・  

血清lipidperOXides値を測定した。酸素化能はαoup2，Group3で有意に良好であり、  

nyeIoperoxidase滑性はαoup2，αoup3で有意に抑制されていた。気道内圧・乾／／湿重量比  

は共にαouplとαoup3の間で有意差を認めた。  

結論として臓器海流液にsivekstatを添加することにより移植肺の虚血再海流障害抑制効果が  

得られることが示された。  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨  

本研究は、ラット肺移植モデルに用いて、臓器潜流液に選択的好中球エラスター  

ゼ阻害剤であるsivelestatを添加することにより虚血再湾流障害抑制効果の有無  

について検討したものである。  

本研究では、コントロール群（無添加群）に比較して、Sivelestat20mg添加   

群、Sivelestat40mg添加群では酸素化能が有意に良く、myeloperoxidas声活性  

が有意に抑制されていた。また、コントロール群とsivelestat40mg添加群では   

気道内圧・乾／湿重量比に有意な差を認めた。以上のことから、肺移植における  

Sivelestatの有効性に関して重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認  

める。  

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   




